
■エクスクラメーション・スタイルのミッション

みなさん、こんにちは。ご紹介頂きました
エクスクラメーション・スタイルの板倉と申
します。5年前に弊社の吉野がこちらでお話
をさせて頂き、その際の記録等を読んでくだ
さった方はいらっしゃるかといます。また、
最近は少なくなりましたが、5年ほど前はよ
く講演活動をしていましたので、どちらかで
お話をお聴きくださった方もいらっしゃる
のではと思っています。重複するお話もある
と思いますが、ずっと続けている活動も発展
している活動もありますのでどうかお付き
合いください。
エクスクラメーション・スタイルは主に障
がい福祉や障がいがある方の就労訓練所を
運営しています。私たちは新たな障がい福祉
のパイオニアだと自負していますが、事業ミ
ッションとしては「障がいのある方の仕事力
を社会に正しく伝え、その力が社会の資源と
して求められ、障がいがある方がその仕事を

することで『普通の幸せ』を感じられる居場
所である事」を掲げています。私たちはよく
「普通の」という言葉を使いますが、障がい
があるというだけで疎外感を感じたり逆に
健常者の方々が距離を感じたりする事があ
ります。「普通の幸せ」を感じられる環境を
つくり、少なくともエクスクラメーション・
スタイルと関わっている時は「みんな一緒
だ」と感じられる場所でありたい。「I and I 

make it!＝みんなでつくりあげる」をモッ
トーとし、「事業ミッションを達成するため
には何が必要か」を常に議論しています。陶
器を作ったり、食品を加工したり、お店をや
ったりと自分たちの仕事が社会のどこかで
役に立っている、喜んで製品を使って頂いて
いる、喜んでサービスを受けて頂いている事
こそが、障がいをお持ちの方々が幸せを感じ
る事だと思っています。
さらにどれだけ多くの方々に繋がって頂
くか。エクスクラメーション・スタイルの自
己満足では駄目ですし、エクスクラメーショ
ン・スタイルだけで完結させない事。ありき
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たりの言葉ですが、企業と福祉、福祉同士、
市民活動と福祉の協働、連携によってが、私
たちがやりたい事だと考えています。そうい
った意味からも最初に私たちのミッション
を紹介させて頂きました。

■組織と構成

私は代表取締役という肩書きを頂いてい
ますが、現在エクスクラメーション・スタイ
ルは「NPO法人エクスクラメーション・ス
タイル」「社会福祉法人エクスクラメーショ
ン・スタイル・キョウト」「株式会社エクス
クラメーション・スタイル」「株式会社 J・F・
S」の 4法人で運営しています。
プロジェクトのスタートは 2005 年 8 月で、

NPO法人の取得は 2006 年 11 月になります。
当時、烏丸御池の新風館 3階に京都府のイン
キュベーション施設「京都スタイル」があり、
全国の福祉事業所との共同企画品や全国の
福祉事業所のおもしろいアイテムをセレク
トし販売していました。今でこそいろんな露
出もありご存知の方も多いと思いますが、当
時はまだ福祉製品や授産製品と言われてい
て、そのセレクトショップは全国的にも珍し
かったと思います。
エクスクラメーション・スタイルの前身

「エクスクラメーション・スタイル・プロジ
ェクト」のスタートが 2005 年 8 月で翌 2006
年 11 月に法人を取得、半年後の 2007 年 4 月
に京都府八幡市に障がい福祉の就労訓練事
業所「!-factory kozuya（こうずや）」を立ち
上げました。現在は「!-factory kozuya」に
加 え「!-factory shinmachi」「!-factory 

yamazaki」「!-factory takeda」「!-brain 

karasuma works」、「KYOGOKU DINING」
があります。

■法改正の元で

皆さんは障がい者総合支援法という法律
をご存知ですか？その前身となる障がい者
自立支援法が 2006 年 10 月に施行されました
が、「障がいのある方に自己負担で訓練を受
けさせ、生活の場をつくろうとする悪法だ」
とかなり叩かれていました。しかし、私たち
事業所側からすれば、ある意味規制緩和とな
る法律だったんです。障がい者自立支援法の
前の支援費制度では授産施設や更生施設と
いった福祉施設は社会福祉法人にしかでき
なかったんですが、改正後は法人格があれば
できるように変わりました。そこでエクスク
ラメーション・スタイルが名乗りを上げ
NPO法人を取得、障がいがある方の就労訓
練事業所を立ち上げました。つまり、私たち
が事業をスタートできたのは障がい者自立
支援法のおかげだと言い切っても過言では
ないんです。
その後、自立支援法がいろいろと取り上げ
られた事で自己負担の補助が進み、現在はほ
とんどの方が自己負担なく使われています。
制度的にはすごく変わった時期ですが、10
数年前に自由化された介護保険と同じよう
な状況になり、様々な業態が自由化されたイ
メージをもって頂ければと思います。ただ、
それまでは福祉施設の分野は大手の福祉法
人がやられていたため、「この新参者が !」と
なかなか利用者さんが集まらず、できたばか
りの制度の元、何も分からず右往左往した記
憶が残っています。

■現在のエクスクラメーション・スタイル

2007 年 4 月にスタートした「!-factory」
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ではオリジナルの陶器製品生産事業を行い、
1年後にセントラルキッチン（食品加工）事
業をスタートしました。そして 2010 年 10 月
にグッドデザイン賞を頂き、2011 年 4 月に 2
つ目の事業所「!-factory shinmachi」をスタ
ート、私たちは「!-foods」と呼んでいますが、
三条新町に飲食店をオープンしました。さら
に 2012 年 7 月 に「!-factory yamazaki」、
2013 年 2 月に「!-factory takeda」、2014 年
7 月に四条烏丸「Karasuma works」、同 10
月に上京区「KYOGOKU DINING」、同 12
月 に「NEW STANDARD CHOCOLATE 

kyoto」、そして今年 6月に「!-brain green」
をオープンしています。
よく「どのように法人を使い分けているん
ですか？」と尋ねられますが、4つの法人が
どの事業所を管轄するかはそれほど意識し
ていません。組織形態としては 2つの法人と
2つの株式会社がそれぞれに役割を持ってい
て、NPO法人は小回りが利いて社会的な価
値を創出すべきだと考え、福祉を中心とした
事業のパイオニアとして、また、社会福祉法
人は地域に根ざした事業を地域起こしに繋
がる形でやっていきたいと考えています。一
方、株式会社は企業と社会と福祉を繋ぐ事を
目的に就労福祉や新たな仕事の形を企業に
提案しています。

■「!-factory」とは？

では、それぞれの事業所の具体的な活動内
容についてお話させて頂きます。
まず「!-factory」は、こちらの写真のよう

に白い建物で 240 平米＝ 80 坪あり、陶器作
りと食品加工をしながら訓練をしています。
畑と田んぼの真ん中に建っていて看板があ
るんですが、デザインを福祉事業所に入れる

というのは最近でこそ流行っていて皆さん
やってらっしゃいますが、当時は考えられな
かった事でした。今でこそ「カッコイイ事業
所ですね」と言って頂きますが、最初は「本
当に事業所ですか？」とよく言われていまし
た。こちらは製作中の写真でお皿やコップ、
植木鉢などをつくっています。
私たちは元々「エクスクラメーション・ス
トア」というお店をやっていて、「福祉事業
所の製品のクオリティーを上げたい」という
思いが強くありました。ですから、木工製品
の事業所に新たな製品を依頼したり、刺子の
Tシャツをつくって頂いたりしています。さ
らに製品を社会に向けて発信するには、福祉
事業所であろうと一般市場の原理に従わな
ければならないと、見本市への出店などにも
チャレンジしています。食品加工においても
製品をそのまま販売するのではなく、飲食店
に販売したり OEMとしてクッキーを作った
りと食品加工業者として従事しています。

■「!-foods」とは？

次に「!-foods」のカテゴリーとしては三条
新 町 の「!-foods」、 大 山 崎 の「!-factory 

y a m a z a k i」、上京区の「K Y O G O K U 

DINNING」で食品加工を行っています。
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「!-factory yamazaki」は、福祉の専門学校
である大阪保育福祉専門学校の学生食堂の
運営を労働訓練事業として受託し運営して
います。専門学校に福祉事業所が入り学生食
堂を事業所とし認可を受けるといったなか
なか前例のないモデルです。実習で食堂を使
わせて頂くなどの例は結構あると思います
が、画期的な事業だと自負しています。また、
福祉の専門学校なので接客面での理解もあ
り、福祉事業所がある事で福祉の専門学校と
しての価値も上がると、互いにウィンウィン
の良好な共存関係を築いています。
一方、一番新しい「KYOGOKU DINNING」
は堀川通商店街の中にあり、6 棟約 60 世帯
の堀川団地の「食堂」というイメージでつく
り ま し た。 隣 に は「NEW STANDARD 

CHOCOLATE kyoto」があり、チョコレー
トの製造・小売を行っています。

■「!-brain」とは？

もう一つのカテゴリー「!-brain」では、
企業や団体から PC業務やデスクワークなど
事務系の作業を受託。就労講座やコミュニケ
ーション講座を受けながらプレ就労訓練・生
活訓練を行う場所として竹田に一つと、今春
から分所として「!-brain karasuma works」
がスタートしています。さらに相談支援の事
業所（ショブズ・サポート・チーム）「!-brain 

green」では、発達障がいのある中・高生を
対象とした放課後デイサービスも始めてい
ます。

■働く意欲の入口として

これらの事業所を地図に落としてみると
南は八幡から北は上条まで、地下鉄、JR、

阪急沿線と京都府下に点在しています。
こちらは先ほどお話した「!-factory 

kozuya」の写真です。右上に就労移行支援、
就労継続支援 B型と記されているのは障が
い福祉サービスのカテゴリーの事業名で、就
労移行支援とは就職に最も近い方を企業に
押し上げる支援で、企業での就業の定着を図
る事業です。就労継続支援 B型はそこで仕
事をして工賃を得たり仕事のやりがいを感
じたりする事業所の事です。
先ほどの「!-foods shimmachi works」は
就労移行支援で店内で作業をして頂き、
「KYOGOKU DINNING」は就労継続支援 B

型で同じく店内で仕事をして頂きます。ちな
みに「!-foods yamazaki」は約 150 人が入れ
る大きな食堂です。
障がいがある方の就労支援のスタンスと
しては、まずは「ここで働きたい !」と思っ
て頂ける環境づくりだと思っています。お店
でも事業所でもまずは環境を整備する事。
「カッコイイな」「ここで仕事をしてみたい
な」と思って頂く事が、大事だと思っていま
す。比較する事ではありませんが、今までの
事業所は無機質なイメージが強いので、そう
ではなく楽しい雰囲気、カッコイイ雰囲気を
感じ「ここで働きたい」と思って頂く事がま
ずは入口だと。そして、興味のある事を仕事
の入口にする。飲食店や陶器製作、事務作業
と私たちが仕事の間口を広げているのは、十
人十色の興味に対してどこかで入口を見つ
けて欲しいから。入口を入ればいろんな発見
ができるはずですから、調理、接客、パソコ
ン業務、事務…と興味をどんどん広げて頂き
たいと思っています。
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■仕事の入口から就労支援へ

自分たちの仕事が社会の役に立っている、
自分たちが気に入って使ってもらっている
など、障がいをもつ方々が感じ取る「社会の
評価」はとても大事です。仕事にプライドを
もち、やりがいを感じる。お金だけではない、
仕事が持つ意味を感じ取る事は障がいがあ
ってもなくても一緒です。
そしてもう一つ、先ほどもお話した「自分
たちだけで完結しない事」。なぜなら自分た
ちだけで仕事はできませんし、私たちの仕事
も社会のどこかからか受け渡されたバトン
を変化させていると考えているので、「自分
たちだけで完結させない事」を知って頂きた
いと思います。デザインであればプロのデザ
イナーとのコラボや福祉事業所との連携を、
販売促進であれば私たちだけではとても大
変なので企業との協力体制をとる。自分たち
だけでは可能性が低くなってしまうので、自
分たちだけで完結しない取り組みとしてや
っていきたい。そういった思いで様々な事業
所を運営しています。
ここまでは 5年前にお話した事とほぼ変わ
りはないと思いますし、スタンスも変わらず
運営も延長線上でやってきたかなと思って
います。次のスライドからはその後の事業展
開を新たな切り口でお話させて頂きたいと
思っています。

■若年性認知症・就労サポート事業

まず、エクスクラメーション・スタイルの
現在の取り組みについてお話します。
一つ目は、お配りしたチラシの中にもある
若年性認知症・就労サポート事業についてで

す。最近はニュース等でもよく取り上げられ
ているのでご存知の方も多くなった若年性
認知症は 65 歳以下で発症するため発症すれ
ば介護保険が使えます。しかし、高齢者のデ
イサービス等でヒットしない方が多いのが
現状です。そこで行政が考えた苦肉の策が
「障がい福祉サービスを使えるように」で、
実際、若年性認知症の方が私たちの福祉サー
ビスを受けていますし、さらに専用のプログ
ラムを作ろうと新たな取り組みもスタート
させようとしています。
若年性認知症の患者は 2009 年で 37,000 人

（全国）、京都市内ではおよそ 500 人とされて
いました。潜在的にはもっといるでしょう
し、調査から 5年を経た現在は数千人規模の
患者数になっていると思います。若年性認知
症の大きな課題は本人だけでは済まない問
題が大きい事で、経済的な問題や働きたいけ
れど働けないといった問題を障がい福祉サ
ービスでサポートしています。事業開始から
約 4年になり、障がい福祉サービスの活用法
は私たちもずっと考えてきた事なので取り
組み自体はまだ微々たるものですが、一緒に
させて頂いています。

■町カフェで堀川団地の再生へ

次に、堀川団地の再生を目指す町カフェ
「KYOGOKU DINNING」には共同事業者と
して参画しています。堀川団地は戦後間もな
くできた日本最古の下駄履きの団地で、建築
物としても価値があります。その団地をリノ
ベーションする、団地を再生するという事で
私たちが町カフェとして入らせて頂いてい
ます。町カフェ＝町づくりカフェ＝コミュニ
ティ・カフェという事ですが、私たちはさら
に福祉事業として障がいのある方の仕事を
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求めていこうと、4月に事業所としての認可
を取得しました。「団地に住む皆さんのダイ
ニング」という位置付けで飲食店の企画スペ
ースとして「KYOGOKU DINNING」を営
業しながら、福祉事業や障がい福祉サービス
を町づくりに活かす方法を検証しています。
「KYOGOKU DINNING」の隣にチョコレ
ート・ショップ「N E W S T A N D A R D 

CHOCOLATE kyoto」があり、さらにその
隣の堀川会議室もエクスクラメーション・ス
タイルが運営・管理をさせて頂いています。
団地再生、リノベーションに私たちの事業を
如何に組み込んでいくか、障がいのある方た
ちの仕事をどのように切り出していくかに
取り組んでいます。

■「!-brain green」とは？

さらにもう一つ力を入れているのが、発達
障がいのある中・高生たちの放課後デイサー
ビス「!-brain green」です。
発達障がいはとても大きなテーマですが、
昔は発達障がいという言葉すらなく、10 年
ほど前からようやくこの言葉が出始め社会
的認知が進んでいます。しかし、大人になっ
てから「発達障がいです」と言われても受容
が難しく、それまでは障がいとカテゴライズ
されなかった事で苦しみ、どうすれば良いか
分からないまま大きくなり、成人してから宣
告されさらに悩んでいる方も多くいらっし
ゃいます。私たちはできるだけ早く発達障が
いだと気付いて頂くにはどうすれば良いの
か、家族はどう接すれば良いのかを分かって
頂けるよう、また中・高生にどのようにアプ
ローチし支援すれば良いかを考え、デイサー
ビスの形態をとっています。実際の放課後サ
ービスは障がいのある小学生を対象にする

事業が多いんですが、私たちは中・高生を対
象にプレ就業訓練のサービスを行っていま
す。
こちらの写真は、事業所で最近流行ってい
る人生ゲームをやっているところです。人生
ゲームは運が大きく左右し誰が勝つか分か
らないためとてもおもしろいそうで、利用者
さん vsスタッフだとほぼ利用者さんが勝ち
スタッフは負けるそうです。オセロも流行っ
ていますがやはりスタッフは勝てないらし
く、発達障がいのある利用者さんがもつ何か
強さのようなものを感じています。
次の写真は家事トレーニングでアイロン
がけなどをしている様子です。障がいのある
方、特に発達障がいや自閉症スペクトラムの
方は不器用な方が多く、こういった事からト
レーニングを重ねできる事を増やす訓練を
しています。
そしてもう一つ、元々手掛けていた

「!-store」を発展させ、全国の福祉事業所の
プロダクツを中心とした販売、オンライン事
業も行っています。私たちの製品のアーカイ
ブにもなっていて、「福祉事業所でもこんな
製品がつくれるんだ !」という事がお分かり
頂けると思いますので、ぜひご覧になってく
ださい。

■熟考を重ねる今後の展望

障がいや福祉の可能性を社会に向けて如
何に発信するか。様々なツールを使い事業所
やお店をスタートさせ、若年性認知症のサポ
ートという新分野の事業にも取り組み、町づ
くり、人づくり、地域づくりに如何に福祉を
提案できるかに挑戦してきました。そして
10 年が経ち、障がい福祉分野の次、もう一
つ大きな福祉分野にはどんな事業が必要な
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のか、私たちエクスクラメーション・スタイ
ルは何ができるのか。
障がいというカテゴリーは障がい福祉分
野として広がっていますが、カテゴリーやカ
テゴライズは人間がする事なのである意味
広がって当然です。また、今までは精神障が
いと言われる事に抵抗もあったんですが、随
分と市民権を得てきました。言葉が柔らかく
なってきた事もありますが、鬱や統合失調、
発達障がいの社会的な認知も広がっていま
す。しかし、精神障がいのカテゴリーに入る
若年性認知症を私たち障がい福祉サービス
の事業所はどのように受け止めれば良いの
か。現在の福祉事業所だけでは正直受け切れ
ない部分もあり、今後の対応は非常に悩まし
いところです。
事業所のスタートから 10 年と同時に障が
い者自立支援法が施行されこの分野の自由
化が始まって 10 年、障がい福祉分野は曲が
り角にきています。NPO法人や株式会社、
また社団法人によって多種多様な事業所が
でき、私たちは自身をパイオニアだと自負し
ていますが、私たちから見てもカッコイイ事
業所やおもしろい事業所が増えています。最
近では漁師や豚を飼育して販売するなどユ
ニークな事業所も結構あり、全国的に有名に
なっています。一方で、昔からの福祉施設、
いわゆる老舗も残っています。しかし 10 年
が経ち、需要と供給のバランスは難しい所に
きています。もちろん質の問題もあります
が、私たちの事業所を支えているのは私たち
がクルーと呼んでいる利用者さんで、クルー
が事業所を利用してくださらないと売り上
げは上がりません。そういう意味では供給過
多で、就業訓練の分野は特に利用者さんを取
り合う状況に陥っています。新規参入しやす
い高齢者のデイサービスでは少し前からそ

ういった事態に陥っていますが、ではその状
況をどのように打破すればば良いのか。障が
いというカテゴリーが広がっているため支
援対象者は間違いなく増えていますが、利用
に繋がらない、支援はしたいけれど事業所は
使いたくないといった問題があり、そういっ
た点を如何に社会にアピールしていくかが
障がい福祉分野としての大きな課題であり
解決していかなければなりません。
分野として考えると高齢、子育て、障がい、
自立困難者…と様々な福祉分野があります。
急拡大する需要に対する供給の問題や事業
所の運営など課題が増えるのはニーズの多
様化があるからですが、財源的な課題も結構
あります。昔は施設建設には行政が出資して
くれましたが、現在はそうはいかず、どうや
って新しい事業所に建てようかという課題
は常に残っていて、私たちも常に解決策を考
え取り組んでいます。

■現在進行形の新たな取り組み

もう一つご紹介したいのが、フリーペーパ
ーの『TRInanto（トリナント）』です。これ
までは福祉事業所の情報は行政に頼らなけ
れば取れなかったので、「フリーペーパーに
してしまおう !」と作成、銀行の窓口などに
も置いて頂きました。「こんな福祉事業所が
あるよ」といった情報を気軽に見て頂く事が
でき、新しい福祉事業所の在り方を提案する
営業ツールとして活用しています。今日お配
りしたのは昨年出した創刊号で今年中に第 2
号を出す予定ですが、障がい者の利用者確保
の新しい媒体にしたいと考えています。
その他の取り組みでは施設整備や財源的
な課題解決として、これまで国の補助や寄付
金、福祉医療機構（独立行政法人）や銀行の
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融資が主だった資金源の解釈を少し広げ、投
資信託ではありませんがファンドはどうか
と考えています。最近は土地を遺贈したいと
いう話も聞きますので、それらを資金元に社
会的投資としてファンドをつくり福祉事業
に充てリターンを出資者に戻すといった仕
組みを提案した事がありました。提案したま
ま何もしていないんですが、そろそろどなた
かがやってくれるのでは…と期待していま
す。土地の投資に関しては介護事業所や病院
など専門の分野のものもできているので、福
祉分野のファンドが近々できるのではと思
っています。

■今後の展開を見据えて

先にお伝えしたように、私たちエクスクラ
メーション・スタイル の事業ミッションは
「障がいのある人の “仕事力” を正しく社会
に伝え、一つの社会資源として社会に求めら
れる」、そして「求められる仕事を行う事で、
障がいのある人が “普通の幸せ” を感じる事
ができる居場所である事」です。しかし、事
業スタートから 10 年を経た今、今後につい
ては本当に悩んでいます。
障がい福祉分野のパイオニアとしてまず
はデザインで福祉を変えようと福祉事業所
の環境や製品デザインに力を注ぎ、「福祉は
ダサいもの」といったイメージを一新、その
一端をエクスクラメーション・スタイル が
担ってきたと自負しています。その上での新
たなチャレンジとして福祉事業と新たなも
のを組み合わせて事業化したいと。もちろん
福祉事業といっている限りビジネスとして
成立させ継続する事は必須です。先ほどご紹
介した『TRInanto（トリナント）』は後半に
広告ページを設け、広告費で出版費用をすべ

て賄うという新しいビジネスモデルをとっ
ています。「こういった事業所がありますよ」
と紹介する一方で「就職するにはこんな方法
もあるよ」というパンフレットになっていま
す。そして、これらをどのように事業化する
のかと考える事が醍醐味でもあります。　
私たちは福祉という観点から「福祉を中心
とした町づくり」という言葉をよく用いま
す。言葉としては「福祉事業で町をつくる」
というイメージですがそうではなく、福祉は
誰もが必然的に関わりをもつもの、生まれた
時からこの世を去るまで人が必ず関わるも
ので、受ける側であり与える側であると。こ
れまでの福祉の概念とは少し異なる意味合
いで福祉を中心に据える事で、皆さんが関わ
れるのではと考えています。
これを具現化した一つが堀川のコミュニ
ティ・カフェ「KYOGOKU DINNING」で、
スタートしたばかりでまだまだこれからで
すが、地域の人たちをはじめ多くの人たちを
巻き込んでいきたいと考えています。何度も
お伝えしているように私たちだけで完結で
きる事業はないと考えていますので、私たち
が強い部分は私たちが、他で強みをお持ちの
方にはそこをお任せし、同じ方向を向いて協
働し事業化していく。その中心に福祉があれ
ば関わりやすい町づくりができるのではと
考えています。イメージやアイデアは豊富に
ありますので、今後の展開に期待して頂きた
いと思います。

■その他の活動

最後にお配りしたチラシをご覧頂きたい
と思います。
まず、現在まったくお金になっていないた
めビジネモデルとは言えませんが、「そらま
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めキャラバン」の宣伝です。こちらは京都市
未来まちづくり 100 人委員会での企画を 2年
間続けているもので、「発達障がいってな
に？」というところから市民の皆さんに知っ
て頂けるようアピールしています。皆さんの
所にキャラバン的に出張し研修を行う、認知
症サポーター講座の発達障がい版をつくろ
うと細々ですが続けています。こちらの活動
はエクスクラメーション・スタイルというよ
り私が個人として参加し、障がいのプロフェ
ッショナルとして、福祉のプロフェッショナ
ルとして社会に障がいや福祉を如何に浸透
させるかを考え活動しています。皆さんも何
かお手伝い頂ける事があればぜひご連絡を
ください。これまで京都市の児童館に合計 4
度出張させて頂き、来月も児童館で保護者を
対象に研修をさせて頂きます。また、大阪の
ボランティア講座でもお話をさせて頂いて
います。本来は企業さんなどいろんな所に行

きたいと思っていますが、まだまだマンパワ
ーが足りないのでゆっくりとやっています。
これまで障がい福祉分野と企業や市場、社
会を繋げる事を考えやってきました。もちろ
んそれも大事ですし、今後も続けたいと考え
ていますが、その分野はある程度成熟してき
たかなとも感じています。福祉事業所も増
え、障がいのある方の訓練を行う事業所の選
択肢も増え、その役目は一通り果たしたかと
も思っていますので、そちらは他に任せ次に
進みたいとも考えています。
今日は事業所やお店のチラシをたくさん
お配りしていますのでご覧になって頂き、ぜ
ひお食事をしにいらしてください。ご静聴、
ありがとうございました。

司会　ありがとうございました。

（2015 年 10 月 17 日）




